
「独り子イサクを献げる」          2019 年 01 月 21 日 

ヘブライ人への手紙 11 章 17 節～22 節 信仰によって、アブラハムは、試練を受けた 

とき、イサクを献げました。つまり、約束を受けていた者が、独り子を献げようとしたの

です。この独り子については、「イサクから生まれる者が、あなたの子孫と呼ばれる」と

言われていました。アブラハムは、神が人を死者の中から生き返らせることもおできにな

ると信じたのです。それで彼は、イサクを返してもらいましたが、それは死者の中から返

してもらったも同然です。 信仰によって、イサクは、将来のことについても、ヤコブとエ

サウのために祝福を祈りました。信仰によって、ヤコブは死に臨んで、ヨセフの息子たち

の一人一人のために祝福を祈り、杖の先に寄りかかって神を礼拝しました。信仰によって、

ヨセフは臨終のとき、イスラエルの子らの脱出について語り、自分の遺骨について指示を

与えました。 

 

「信仰によって、アブラハムは、試練を受けたとき、イサクを献げました。つまり、約 

束を受けていた者が、独り子を献げようとしたのです。この独り子については、『イサク

から生まれる者が、あなたの子孫と呼ばれる』と言われていました。」アブラハムは、妻

サラが不妊の女と言われ、高齢だったにもかかわらず、イサクが与えられた。無から有を

生み出したような体験であった。この独り子イサクから、空の星のように、海辺の砂のよ

うに子孫が与えられるという約束を得た。ところが、アブラハムは、神から独り子イサク

を燔祭として献げよと命じられた。厳しい試練である。イサクを献げれば、子孫が絶え、

神の約束が反故となる。この時、アブラハムはどう思ったであろうか。約束が違うと苦悩

し、怒りをもって、イサクを献げようとしたであろうか。または、信仰を持って、神の命

令に淡々と従ったであろうか。「著者」は、後者であったと解釈している。「アブラハム

は、神が人を死者の中から生き返らせることもおできになると信じたのです。それで彼は、

イサクを返してもらいましたが、それは死者の中から返してもらったも同然です。 」アブ

ラハムがイサクを屠ろうした時、み使いが「その子に手を下すな。何もしてはならない。

あなたが神を畏れる者であることが、今、分かったからだ。あなたは、自分の独り子であ

る息子すら、わたしにささげることを惜しまなかった（創世記 22：12b）」と声をかけた。

アブラハムは、後ろの木の茂みに一匹の雄羊が角をとらわれているのを見つけ、その雄羊

を捕まえ、イサクの代わりに焼き尽くす献げ物として捧げた。この場所を人々は今日でも

「主の山に、備えあり(イエラエ)（創世記 22：14b）」と言っている。 

 「信仰によって、イサクは、将来のことについても、ヤコブとエサウのために祝福を祈

りました。」ヤコブは死に臨んだ時、「信仰によって」、自分の 12 人の息子たちと、ヨセ

フの二人の息子たち・ヤコブの孫たちのために祝福を祈り、杖の先に寄りかかって神を礼

拝した。息子と孫たちは、イスラエル 12 部族と祭儀を司るレビ族となる祝福を得た。ヨセ

フは父ヤコブの偏愛を妬んだ兄弟たちからエジプトに売られたが、夢を解く能力により、

エジプトで、王に次ぐ位を得ていた。カナンで飢饉に見舞われたヤコブ一家を支え、兄弟

たちとの和解を実現する。ヨセフは臨終の時、イスラエルの出エジプトについて語り、自 

分の遺骨を、カナンに持ち帰り埋葬する指示を与えた。出エジプトした時、ヨセフの遺骨

を持ち帰り、父ヤコブがハモルの息子たちから買い取ったシケムの野の一画に埋葬した。

アブラハム、イサク、ヤコブ、ヨセフの物語は、壮大な人間絵巻で、彼らが受けた苦悩と

神に懸けた信仰は、読む者の心を打つ。 


